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日
綜
産
業
(
小
野
大
社
長
)

の
シ
ス
テ
ム
吊
り
足
場
「
ク

イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」
が
首
都
高

速
道
路
の
補
修
工
事
に
初
採

用
さ
れ
、
安
全
で
作
業
効
率

の
高
い
作
業
環
境
の
提
供
に

貫
献
し
て
い
る
。

同
工
事
は
、
首
都
高
1
号

羽
田
線
の

J
X
T
G
エ
ネ
ル
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首
都
高
補
修
工
事
に
初
導
入

201 7年(平成29年)

安
全
で
作
業
効
率
向
上
に
寄
与

ギ
l
構
内
で
行
わ
れ
て
い
る

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
事
(
発
注

者
・
首
都
高
、
元
請
・
首
都

高
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
神
奈
川
、

工
次
下
請
け
・
日
綜
産
業
)

で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剥
落
防

止
を
行
っ
て
い
る
も
の
。
周

辺
は
、
桁
が
運
河
に
張
り
出

し
て
い
る
た
め
、
地
上
か
ら

工
事
用
足
場
を
組

み
上
げ
る
の
は
非

常
に
困
難
な
状
視

で
「
従
来
工
法
で

は
出
来
な
か
っ

た
」
と
現
場
の
首

都
高
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
神
奈
川
佐
藤
恵

一
所
長
は
話
す
。

水
平
旋
回
方
式
で

吊
点
か
ら
の
跳
ね

出
し
が
最
大
5
メ

日韓産業
クイックデッキ

ー
ル
の
先
行
床
施
工
方
式
の

た
め
空
中
で
作
業
床
を
順
次

広
げ
て
い
く
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ

キ
の
特
徴
が
最
大
限
活
か
さ

れ
た
。
運
河
上
以
外
は
全
て

夜
間
作
業
で
組
立
て
が
行
わ

れ
た
。主

体
足
場
は
3
ス
パ
ン
1

4
3
7平
方
対
。
加
え
て
、

朝
顔
(
側
面
防
護
)
4
4
6

平
方
針
が
納
入
さ
れ
て
い

る
。
朝
顔
の
一
部
に
は
新
た

に
開
発
し
た
パ
ネ
ル
シ
ス
テ

ム
「
ク
イ
ッ
ク
ウ
ォ
l
ル
」
も

採
用
さ
れ
て
い
る
H
写
真
。

ま
た
、
最
大
吊
り
チ
ェ
ー

ン
ピ
ッ
チ
が
5
M
X
5
Mで

従
来
の
吊
り
足
場
に
比
べ
て

ス
パ
ン
が
畏
い
こ
と
か
ら
、

広
い
作
業
空
間
が
確
保
で
き

る
ほ
か
、
段
差
無
い
た
こ
と

か
ら
同
工
事
で
は
チ
ェ
ー
ン

の
盛
り
替
え
が
従
来
工
法
の

約
7
分
の
1
削
減
で
き
る
と

い
う
。
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
の

コ
ス
ト
は
従
来
工
法
よ
り
高

価
だ
が
、
工
期
短
縮
等
の
全

体
コ
ス
ト
で
評
価
す
る
と
同

等
程
度
に
な
る
。

「
最
大
の
価
値
は
安
全
第

ご
を
基
本
理
念
と
し
て
い

首
都
高
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
神
奈

川
か
ら
も
安
全
性
と
作
業
性

で
高
評
価
を
得
て
い
る
。

ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
は
、
基

本
構
成
部
材
が
全
て
シ
ス
テ

ム
化
さ
れ
て
お
り
、
専
用
工

具
を
必
要
と
せ
ず
に
人
力
で

組
立
が
可
能
。
ト
ラ
ス
構
造

を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
高

い
強
度
と
軽
量
化
を
実
現
し

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
多
彩

な
オ
プ
シ
ョ
ン
が
用
意
さ
れ

て
お
り
、
吊
元
の
制
約
を
無

く
し
、
作
業
床
の
段
差
解
消

等
を
図
る
こ
と
が
出
来
る
。

国
土
交
通
管
新
技
術
情
報

提
供
シ
ス
テ
ム

(
N
E
T
-

S
)に
も
登
録
済
み
で
、
様
々

な
シ
1
ン
で
適
用
工
事
の
拡

大
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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設での
置困色
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さ空e
たで
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ス たブ付作ク水ト i斜デ
増テク O 帯業ラ養、 ト角ツ

義金℃盟議君子今驚喜怒毛
つ案クニを声'-]縮用用は

日
綜
産
業
の
新
型
吊
り
足
場

軽
仮
設
機
材
メ
ー
カ
ー
日
綜
産
業
(
社
長
・
小
野
大
氏
)
の
先
行
床
施
工
式
フ
ロ
ア
型
シ
ス
テ
ム
吊

り
足
場
「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」
が
、
首
都
高
1
号
横
羽
線
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
剥
落
防
止
工
事
で
採
用
さ

れ
て
い
る
。
首
都
高
関
連
の
工
事
で
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
が
採
用
さ
れ
る
の
は
、
今
回
が
初
め
て
。
ま
た
、

付
帯
設
備
で
あ
る
シ
ス
テ
ム
防
護
壁
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
・
ウ
ォ
l
ル
も
採
用
さ
れ
て
お
り
、
現
場
の
安

全
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

首都高の工事で初めて採用された
日綜産業のクイックデッキ
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策止
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量用
献

回同

畑
町
知
口
守

・
十
A
川
Y

A

1

E

g

e

m
い
市
川
山

珂

や
1
知

加

月A
守

日
綜
産
業
の
先
行
床
施
工
式

フ
ロ
ア
型
シ
ス
テ
ム
の
つ
り
足

場
「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」
が
、

首
都
高
速
道
路
横
羽
線
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
剥
落
防
止
工
事
に
初

採
用
さ
れ
た
リ
写
真
。
ク
イ
ッ

ク
デ
ッ
キ
が
使
用
さ
れ
て
い
る

の
は
、
横
浜
市
神
奈
川
区
の
J

X
T
G
エ
ネ
ル
ギ
ー
横
浜
製
造

所
構
内
の
現
場
。
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横
羽
線
で
ク
イ

用
。
側
面
防
護
の
一
部
に
ク
一人
は
「
吊
チ
ェ
ー
ン
の
ピ
ッ

一し
て
張
り
出
す
よ
う
に
吊
足

イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
ウ
ォ
1
ル
を
一チ
が
長
い
こ
と
、
床
板
の
段
一場
の
展
開
で
き
、

P
C
桁
に

一採
用
し
た
。

一差
が
な
く
作
業
性
の
良
い
こ

一は
ピ
l
ム
グ
ラ
ン
プ
で
吊
り

一

施
工
は
元
請
が
首
都
高
メ
一と
。
盛
替
え
と
ダ
メ
直
し
が
一下
げ
る
こ
と
で
、
ア
ン
カ
ー

一ン
テ
ナ
ン
ス
神
奈
川
。
一
次
一少
な
く
て
済
む
こ
と
、
シ
l
一
に
よ
る
P
C桁
へ
の
損
傷
を

で
剥
落
防
止
シ
l
ト
2
5
0
一下
請
が
日
綜
産
業
。
二
次
下
一ト
の
継
目
が
少
な
く
な
り
、

一防
い
だ
こ
と
も
利
点
だ
。

0
平
方
針
を
接
着
す
る
も
一請
が
大
隅
機
設。

一品
質
が
向
上
す
る
こ
と
が
採
十

工
期
は
平
成
部
年
ロ
月
i

の
。
用
足
場
に
ク
イ
ッ
ク
デ
一
.
首
都
高
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
神
一用
の
理
由
」
と
話
す
。

一泊
年
7
丹
末
。

ッ
キ
を
1
4
3
7平
方
肘
探
一奈
川
の
佐
藤
恵
一
現
場
代
理
運
河
の
上
を
桁
か
ら
直
交
一

ッ
ク
デ
ッ
キ

日
綜
初
の
首
都
高
採
用

日
綜
産
業
は
7
日
、
首
都
-都
高
の
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
採

寅
喜
坦
路
1
号
横
羽
線
(
J
一用
は
初
。

X
構
内
)
で
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ

一

工
事
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
剥

一
キ
の
見
学
会
を
催
し
た
。
首
一落
防
止
工
事
で
、
水
性
塗
料

wwも'V，kymyoshimかw!.co，i，μ
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4月11日(火)

一き
く
取
れ
る
こ
と
が
採
用

一
や
す
い
。
段
差
が
な
く
安

一し
た
一
番
の
理
由
。
用
元

一
全
性
に
も
優
れ
る
た
め
、

一が
鞍
ら
せ
る
た
め
盛
η喬
一作
業
者
か
ら
の
評
判
は

一え
作
業
を
従
来
比
で
省
略

一上
々
」
(
同
)
と
い
う
。

一で
き
、
工
期
短
縮
に
つ
な

一

初
の
実
用
と
な
っ
た
ク

一が
る
。
防
止
シ
l
ト
の
継
一
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
ワ
ォ
l
ル

一ぎ
目
が
減
る
こ
と
で
施
工

一
は
、
ア
ル
ミ
製
ク
イ
ッ
ク

軽
仮
設
大
手
の
日
綜
産

一落
防
止
工
事
用
用
り
足
場

一ト
を
張
り
付
け
る
た
め
に
-
品
質
も
向
上
す
る
」
と
メ
一
デ
ッ
キ
の
床
材
を
転
用
し

業
(
本
社
H
墓
京
都
中
央

一設
置
工
事
で
、
新
型
シ
ス

一
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
を
活

一リ
ッ
ト
を
語
る
。
作
業
空

一側
面
防
護
用
に
シ
ス
テ
ム

区
、
小
野
大
社
長
)
は
、

一テ
ム
用
量
場
「
ク
イ
ッ

一用
。
工
事
箇
所
墓
卜
に
テ

一聞
に
つ
い
て
も
、
「
チ
ェ

l
Eレ
た
も
の
。
今
後
、
改

横
浜
市
神
奈
川
区
の
J
X
一
ク
デ
ッ
キ
」
と
側
麗
謹

一
ニ
ス
コ

l
ト
が
あ
り
、
す

一
ン
が
少
な
い
た
泣
壊
し

一良
章
ね
な
が
ら
本
格
的

T
G
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
内
の

一材
「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
ワ

一ぐ
そ
ば
を
運
河
が
流
れ
る

現
場
「
首
都
高
1
号
横
羽
一
ォ
l
ル
」
伊
設
置
し
て
い
な
ど
設
置
条
伶
札
制
約
が

線
」
完
請
H
首
都
高
メ
ン
一
る
。
首
都
高
速
道
メ
ン
テ

一あ
る
中
、
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ

テ
ナ
ン
ス
神
奈
川
)
に
お
一
ナ
ン
ス
工
事
の
一
環
で
、

一キ
が
持
つ
優
れ
た
施
工
性

け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
く

一首
都
高
関
連
で
の
ク
イ
ッ

一で
安
全
な
足
場
を
短
期
間

ク
デ
ッ
キ
の

一で
構
築
。
吊

n足
場
の
設

採
用
は
初
。

一置
や
吊
元
の
盛
め
番
え
作

レ
ク
イ
ッ
ク
デ

一業
、
直
し
作
業
な
ど
を
合

↓
ッ
キ
ワ
ォ
l
一わ
せ
た
工
期
を
、
従
来
工

オ
ル
は
全
国
的

一法
と
比
較
レ
て
約
3
割、

引
に
初
採
用
と
一

1
カ
月
程
度
短
縮
で
き
る

ツ
な
っ
た
。

一見
通
し
だ
。

干
同
現
場
で

十

現
場
代
理
人
の
佐
藤
恵

れ
は
、

P
C橋
一
一
・
首
都
高
メ
ン
テ
ナ
ン

イ
下
側
に
コ
ン

一
ス
神
奈
川
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

5
ク
リ
l
ト
の

一事
業
部
担
当
部
長
は
、
「
従

は
く
落
が
防

一来
足
場
と
比
較
し
て
用
り

止
す
る
シ
1
7
ナェ

l
ン
の
ピ
ッ
チ
を
大

第19203号
Since 1936 

日i綜産業

ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
ウ
ォ
!
ル

首
都
で
全
国
初
採
用

な
商
品
展
開
を
目
指
す
。

同
現
場
で
は
、
ク
イ
ッ

ク
デ
ッ
キ
1
4
3
7平
方

財
、
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
ウ

ォ
l
ル
を
含
む
側
面
防
護

材
4
4
6平
方
げ
を
使

用
。
日
綜
産
業
が
一
次
下

請
け
、

大
隅
機
設
が
二
次

下
請
け
を
担
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
y
報
道
向
け
現
場

見
学
会
を
開
催
し
た
。

空
|日|

刷|一一一
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日綜産業

ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
を
初
採
用

楠
奈
伊
精
横
羽
線
の
現
場
公
開

日
綜
産
業
(
中
央
区
)
は
、

先
行
床
施
工
式
フ
ロ
ア
型
シ

ス
テ
ム
つ
り
足
場
「
ク
イ
ッ

ク
デ
ッ
キ
」
を
初
採
用
し
た

首
都
高
速
神
奈
川
1
号
横
羽

線
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
剥
落
防

止
工
事
現
場
で
見
学
会
を
開

い
た
H
写
真
。

現
場
は
、
横
浜
市
神
奈
川

区
の
J
X
T
G
エ
ネ
ル
ギ
ー

横
浜
製
造
所
構
内
1

つ
り
チ

ェ
ー
ン
で
設
営
し
た
1
4
3

7
平
方
針
分
の
主
体
足
場
の

他
、
一
部
に
パ
ネ
ル
シ
ス
テ

ム
を
使
っ
た
4
4
6平
方
針

同
凶
白
川

一也〕一盛)

明炉開閉開閉

分
の
朝
顔
(
防
護
概
)
を
設

置
し
工
事
を
進
め
て
い
る
。

橋
の
下
に
あ
る
構
内
通
路
や

テ
ニ
ス
場
、
路
線
沿
い
を
流

れ
る
運
河
へ
の
落
下
物
防
止

な
ど
を
目
的
と
し
て
採
用
に

至
っ
た
。勢勝

鋪阻幽幽幽幽歯固

施
工
す
る
首
都
高
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
神
奈
川
(
横
浜
市
鶴

見
匿
)
の
佐
藤
恵
一
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
事
業
部
担
当
部
長
は

「
本
来
な
ら
危
険
が
伴
う
高

所
作
業
。
下
を
歩
く
通
行
人

の
安
全
を
確
保
し
、
作
業
効

率
を
高
め
、
工
期
短
縮
に
つ

な
が
る
」
と
話
す
。

ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
は
、
シ

ス
テ
ム
化
し
た
部
材
を
水
平

旋
回
し
、
常
に
作
業
床

を
先
行
し
て
つ
り
足
場

を
構
築
。
大
空
間
建
築

物
や
橋
梁
、
プ
ラ
ン
ト

な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い

る
。
熟
練
し
た
作
業
を

必
要
と
し
な
い
他
、
板

張
り
防
護
機
能
を
備
え

る
た
め
隙
間
や
段
差
が

な
い
安
全
な
年
末
床
の

確
保
が
可
能
と
い
う
。
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構
内
)
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
剥
落
防

止
工
事
用
つ
り
足
場
(
ク
イ
ッ
ク

デ
ッ
キ
)
設
置
工
事
(
横
浜
市
)

首
都
高
横
羽
線
に
に
、
日
綜
産
業
の
ク
イ
ッ
ク
デ
ツ

キ
が
使
用
さ
れ
、
安
全
面
や
工
期

ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ

短
縮
に
効
果
を
発
撞
し
て
い
る
1

日
綜
産
業
写
真
。

首
都
高
速
道
路
会
社
が
発
注
↑
工
事
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
は

し
、
首
都
高
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
神
奈
一
く
落
防
止
を
目
的
に
行
っ
て
お

川
が
施
工
し
て
い
る
首
都
高
1
号
一
り
、
主
体
足
場
1
4
3
7平
方

M

横
羽
線

(
J
X
T
G
エ
ネ
ル
ギ
ー
一
に
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
を
採
用
す
る

と
と
も
に
、
側
面
防
護
4
4
6平

方
好
に
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
ウ
オ
ー

ル
を
初
採
用
し
た
。
火
災
対
策
と

し
て
水
性
塗
料
を
使
用
し
て
い

る
。
工
期
は
7
月
末
ま
で
。

首
都
高
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
神
奈
川

の
佐
藤
恵
一
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

部
担
当
部
長
は
「
環
境
面
や
架
設
、

解
体
な
ど
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

安
全
面
で
も
現
場
に
マ
ッ
チ
し
て

い
る
。
施
工
品
質
の
向
上
に
も
寄

与
し
て
い
る
」
と
、
メ
リ
ッ
ト
を

挙
げ
て
い
る
。



日綜産業

シ
ス
テ
ム
吊
足
場
「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」

首
都
高
メ
ン
テ
工
事
に

1
4
0
0
平
方
針
初
採
用

ら
採
用
さ
れ
た
。
ク
イ
ッ

ク
デ
ッ
キ
は

3
ス
パ
ン
分

1
4
3
7
平
方
抗
設
置
さ

れ
て
い
る
。
社
員
ら
が
通

行
す
る
道
路
部
に
は
、
側

面
防
護
板
の
ク
イ
ッ
ク
デ

ッ
キ
ウ
ォ
l
ル
を
採
用
し
、

安
全
対
策
を
徹
底
し

て
い
る
。

施
工
を
担
当
す
る

首
都
高
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
神
奈
川
の
現
場
代

理
人
、
佐
藤
恵
一
担

当
部
長
は
「
吊
り
チ
ェ
ー

ン
の
ピ
ッ
チ
を

5
Mま
で

飛
ば
す
こ
と
が
可
能
な
こ

と
か
ら
盛
替
え
作
業
も
容

易
に
で
き
る
。
作
業
空
間

も
動
き
や
す
い
う
え
に
し

クイックデッキウオールの設置状況

っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、
施
工

品
質
の
向
上
に
も
寄
与
し
て
い

る
。
作
業
員
に
も
好
評
だ
。
架

設
、
盛
替
え
作
業
の
省
力
化
な

ど
、
施
工
性
の
良
さ
か
ら
全
体

工
期
を
約
1
カ
月
短
縮
で
き
る

と
試
算
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

日
綜
産
業
(
小
野
大
社
長
、

官
出
・

6
8
9
1
・
3
2
4

6
)
の
先
行
床
施
工
式
フ
ロ
ア

型
シ
ス
テ
ム
吊
り
足
場
「
ク
イ

ッ
ク
デ
ッ
キ
」
が
、
神
奈
川
県

横
浜
市
で
施
工
中
の
首
都
高
l

号
横
羽
線
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
剥

落
防
止
工
事
「
土
木
維
持
補
修

工
事
」
に

1
4
3
7
平
方
針
採

用
さ
れ
、
蔵
し
い
作
業
条
件
下

で
も
安
全
で
迅
速
な
組
立
解
体

作
業
、
盛
替
え
作
業
の
省
力
化

な
ど
で
高
評
価
を
得
て
い
る
。

首
都
高
速
道
路
向
け
と
し
て
は
て
い
る
。
す
で
に
新
技
術
情
報

初

採

用

と

な

る

。

提

供

シ

ス

テ

ム

(
N
E
T
-

同
足
場
は
、
ジ
ョ
イ
ス
ト
、

S
)
に
も
登
録
完
了
済
み
。

ノ
ー
ド
、
デ
ッ
キ
パ
ネ
ル
、
吊
同
工
事
は
、
首
都
高
1
号
横

チ
ェ
ー
ン
か
ら
構
成
さ
れ
た
吊
羽
線
の
神
奈
川
県
横
浜
市
神
奈

り
足
場
で
常
に
床
を
先
行
し
て
川
区
子
安
の

J
X
T
G
エ
ネ
ル

設
置
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
特
許
ギ
1
横
浜
製
造
所
構
内
を
横
断

製
品
で
一
部
を
同
社
の
3
S
シ
す
る
橋
梁
桁
部
の
コ
ン
ク
リ
1

施
工
区
間
が

J
X
T
G
エ
ネ

ス
テ
ム
の
機
能
を
付
加
し
た
手
ト
剥
落
防
止
工
事
。
発
注
者
は
ル
ギ

1
構
内
の
た
め
、
資
材
寵

す
り
ゃ
支
柱
、
床
材
の
た
わ
み
首
都
高
速
道
路
、
施
工
は
首
都
場
が
な
い
う
え
に
組
立
作
業
が

を
防
止
す
る
孫
梁
や
ア
ル
ミ
製
高
メ
ン
テ
ン
ナ
ス
神
奈
川
、

1

夜
間
作
業
、
毎
回
の
作
業
終
了

の
床
板
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

L
型
幅
次
業
者
と
し
て
材
工
と
も
に
日
時
に
現
状
復
旧
と
い
う
厳
し
い

木
な
ど
の
日
本
仕
様
に
改
良
し
綜
産
業
が
担
当
し
て
い
る
。
条
件
で
も
対
応
で
き
る
こ
と
か

1
3
f
E
J弘
、

sh、
官

t
E
S
Sも
3
t
3
E
3
t
‘S
E
a
-
2
2
3も
官

t
E
Eも
3
9
t
3
E
2
Z
Z
S
5
3
t
3
5
1
5
3
8
s
t
a
g
t
s
h
E
S
S
E
-
E
1
5
1
S
E
T
a沼

1
j
bもも
gも旬、
8
9
t
f
s
g
g
u
t
s
h
Z
2
1
8
9
B司
令

hZ331a

3スパン1400平方は設置
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日
綜
産
業
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ

首都高工事でも活躍
首
都
高
1
号
横
羽
線
・
横
蹟

市
神
奈
川
区

(
J
X
T
G側
構

内
)
で
は
、

7
月
末
ま
で
の
工

期
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
剥
落
防
止

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
活
躍
し
て
い
る
の
が
工
事

用
用
り
足
場
「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ

キ
」
だ
。

日
綜
産
業
側
(
小
野
大
代
表

取
締
役
社
長
、
東
京
都
中
央

区
)
が
開
発
・
販
売
し
て
い
る

先
行
床
施
工
式
フ
ロ
ア
型
シ
ス

テ
ム
用
り
足
場
「
ク
イ
ッ
ク
デ

ッ
キ
」
は
、

2
0
1
4年
6
月

の
発
表
以
来
野
喝
国
内
外
を

間
わ
ず
、
数
多
く
の
現
場
で
採

用
さ
れ
て
い
る
。

対
象
工
事
は
駅
舎
改
築
大
庇

建
築
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
、
航
空
機
組
立
工
場
新
築

の
天
井
工
事
、
精
密
機
械
工
場

の
天
井
改
修
、
新
幹
締
高
架
の

改
修
工
事
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
。

今
回
の
現
場
は
運
洞
に
か
か

っ
て
お
り
、
高
所
作
業
車
で
は

で
き
な
い
起
点
か
ら
直
角
方
向

へ
の
足
場
設
慣
も
可
能
と
し
て

い
る
。
作
業
性
の
良
さ
、
安
全

性
1

施
工
品
質
の
向
上
は
も
ち

ろ
ん
、
工
期
短
縮
に
も
役
立
っ

て
い
る
。
ま
た
橋
下
に
は
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
が
あ
り
、
コ
ー
ト
利

用
に
も
影
響
を
与
え
ず
に
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
は
国
土
交

通
省
新
技
術
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム
(
N
E
T
-
s
)
T
E
-
-

5
0
0
0
7
l
Aを
取
得
し
て

お
り
、
工
期
短
縮
1

労
災
防
止

な
ど
生
蕗
臨
筒
上
に
寄
与
し
国

交
省
の
iー

c
o
n
s
t
r
u

c
t
i
o
nに
も
則
し
て
い

る。



s 

千葉版

TSU TIM KENS 

第3種郵便物認可 @日刊建設タイムズ社2017昭和41年12月14日

日
綜
産
業

首
都
高
工
事
で
も
活
躍

吊
足
場
「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」
は
、

2
0

1
4年
6
月
の
発
表
以
来
好
調
で
、
国
内

外
を
間
わ
ず
数
多
く
の
現
場
で
採
用
さ
れ

て
い
る
。
対
象
工
事
は
駅
舎
改
築
大
庇
建

築
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
l
ル
パ
航
空

機
組
立
工
場
新
築
の
天
井
工
事
、
精
密
機

械
工
場
の
天
井
改
修
、
新
幹
線
高
架
の
改

修
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

今
回
の
現
場
は
運
河
に
か
か
っ
て
お

り
、
高
所
作
業
車
で
は
で
き
な
い
起
点
か

ら
直
角
方
向
へ
の
足
場
設
置
も
可
能
と
し

て
い
る
。
作
業
性
の
良
さ
、
安
全
性
、
施

工
品
質
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
工
期
短
縮

に
も
役
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
橋
下
に
は

舌

一
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
あ
る
が
、
そ
ち
ら
の
利

u
m
p
…
用
に
も
影
響
を
与
え
す
に
工
事
が
進
め
ら

間
同

一
れ
て
い
る
。

明一
一

υ
一

ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
は
、
国
土
交
通
省
新

横
ツ

一
技
術
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

(
N
E
T
-
s
)

情
川

一
T
E
1
1
5
0
0
0
7
|
Aを
取
得
し
て

高

&

一
お
り
、
工
期
短
縮
、
労
災
防
止
な
ど
生
産
性

都
す

…
向
上
に
寄
与
し
、
国
交
省
の
i
I
C
o
n

首
躍

・一

s
t
r
u
c
t
i
o
nに
も
即
し
て
い
る
。

首
都
高
1
号
横
羽
線
・
横
浜
市
神
奈
川

区

(
J
X
T
G細
川
構
内
)
で
は
、

7
月
末

ま
で
の
工
期
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
剥
落
防
止

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
活
躍

し
て
い
る
の
が
工
事
用
つ
り
足
場
「
ク
イ

ッ
ク
デ
ッ
キ
」
だ
。

日
綜
産
業
側
(
小
野
大
代
表
取
締
役
社

長
、
東
京
都
中
央
区
が
開
発
・
販
売
し
て

い
る
先
行
床
施
工
式
フ
ロ
ア
型
シ
ス
テ
ム

つり足場「クイックデッキJ
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日綜産業

首
都
高
工
事
で
も
活
躍

つ
り
足
場
「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」

ニてん工
スい 、黒
コる工面

o期 m
トま短百
がた緬 lF
あ橋花工
る下 もは
が に 設 も
、は立ち

そ テ つ る

いえち
クるずち

一一一一一一一ー一----..イ oにの
首都高1号横羽線でも活躍するクイックデッキ シ エ漏
るに ζ し性防期し 7 I Tス笹土チ 宗足
。も 2 、向止短て I 1 fテ 偏 交 ッ 雀卒、
則喜園上な縮お A 5 Sム 昌 通 キ 誘妄
し=交にど、りを 0'-"，，"""，撞省 i主 主〈醤
て註省寄生労、取 oT N供新宍 ど雰
い Bの与産災工得 oH E シ後国 ぞ三

首
都
高
1
号
横
羽
線
・
横
一
調
で
、
国
内
外
を
間
わ
ず
、

浜
市
神
奈
川
区

(
J
X
T立
数
多
く
の
現
場
で
採
用
さ
れ

側
構
内
)
で
は
、

7
月
末
ま
一
て
い
る
。
対
象
工
事
は
駅
舎

で
の
工
期
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
改
築
大
庇
建
築
、
大
型
シ
ヨ
ツ

剥
落
防
止
工
事
が
進
め
ら
れ
一
ピ
ン
グ
モ

I
ル
、
航
空
機
組

τい
る
。
そ
と
で
活
躍
し
三
立
工
場
新
築
の
天
井
工
事
、

い
る
の
が
工
事
用
つ
り
足
場
一
楕
宙
機
械
工
場
の
天
井
改
彦
、

「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」
だ
。
一
新
幹
線
高
架
の
改
修
工
事
な

回
線
産
業
側
(
小
野
大
代
一ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

表
取
締
役
社
長
、
東
京
都
中
一
今
回
の
現
場
は
運
河
に
か

央
区
)
か
開
発
・
販
売
し
て
一
か
つ
て
お
り
、
高
所
作
業
車

い
る
先
行
床
施
工
式
フ
ロ
ア
で
で
は
で
き
な
い
起
点
か
ら
直

型
シ
ス
テ
ム
吊
足
場
「
ク
百
方
向
へ
の
足
場
設
置
も
可

イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」
は
、

2
0
一
能
と
し
て
い
る
。
作
業
性
の

1
4年
6
月
の
発
表
以
来
好
-
良
さ
の
ほ
か
、
安
全
性
、
施
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一
首
都
高
1
号
横
羽
線
・
横
浜
市
神

一
奈
川
区

(
J
X
T
G
側
構
内
)
で

一は、

7
月
末
ま
で
の
工
期
で
コ
ン
ク

一
リ
1
ト
剥
落
防
止
工
事
が
進
め
ち
れ

一
て
い
る
。
そ
こ
で
活
躍
し
て
い
る
の

一
が
工
事
用
つ
り
足
場
「
ク
イ
ッ
ク

て
ァ
ッ
キ
」
だ
。

一
躍

一
丞
由

一ち
九
九

二
日
間

-

w

一
都
民

一
首
畿

I
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
-可

l
a
-
-
-
J

「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」
一

れ
て
い
る
。
対
象
工
事
は
駅
舎
改
築
一

大
庇
建
築
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
↑

モ
ー
ル
、
航
空
機
組
立
工
場
新
築
の
↑

天
井
工
事
、
精
密
機
械
工
場
の
天
井
一

改
修
、
新
幹
線
高
架
の
改
修
工
事
な
一

ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
一

今
回
の
現
場
は
運
河
に
か
か
っ
て
一

お
り
、
高
所
作
業
車
で
は
行
え
な
い
一

起
点
か
ち
直
角
方
向
へ
の
足
場
設
置
一

も
可
能
と
し
て
い
る
。
作
業
性
の
良
一

さ
、
安
全
性
、
施
工
品
質
の
向
上
は
一

も
ち
ろ
ん
、
工
期
短
縮
に
も
役
立
つ
一

て
い
る
。
橋
下
に
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
一

が
あ
る
が
、
利
用
に
支
障
な
く
工
事
一

が

進

め

ら

れ

て

い

る

。

一

ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
は
国
土
交
通
省
一

新
技
術
情
報
提
供
、
シ
ス
テ
ム

(
N
E
一

T
I
S
)
T
Hー

1
5
0
0
0
7

一

A
を
取
得
し
て
お
り
、
工
期
短
縮
、
一

労
災
防
止
な
ど
生
産
性
向
上
に
寄
与
一

し
、
国
交
省
の

i
c
o
n
s
t
r
一

u
c
t・
-
o
n
に
も
則
し
て
い
る
。
一

2017年(平成29年)4.F.l15自

日
綜
産
業
側
(
東
京
都
中
央
区
、

小
野
大
代
表
取
締
役
社
長
)
が
開

発
・
販
売
し
て
い
る
先
行
床
施
工
式

フ
ロ
ア
型
シ
ス
テ
ム
吊
足
場
「
ク

イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」
は
、

2
0
1
4年

6
月
の
発
表
以
来
好
調
で
、
国
内
外

を
間
わ
ず
数
多
く
の
現
場
で
採
用
さ
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